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八
幡
平
山
賊
ま
つ
り
開
催

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
負
け
な
い

会
報
八
幡
平

 
十
月
十
日

(

土

)

～
十
一

日

(

日

)

の
二
日
間
秋
の
恒

例
イ
ベ
ン
ト
「

八
幡
平
山
賊

ま
つ
り
」
が
八
幡
平
市
さ
く

ら
公
園
イ
ベ
ン
ト
広
場
で
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

予
防
対
策
の
う
え
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　
来
場
者
は
入
場
口
で
連
絡

先
を
記
入
、

消
毒
し
て
入

場
。
飲
食
ブ
ー

ス
は
テ
イ
ク

ア
ウ
ト
の
み
。

イ
ベ
ン
ト
会

場
内
は
飲
食
禁
止
、
注
意
事

項
の
よ
び
か
け
な
ど
行
い
、

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー

で
は
、
一
日
消
防
署
長
任
命

辞
令
交
付
式
、

そ
の
他
ス

テ
ー
ジ
で
は
柏
台
保
育
所
児

の
お
遊
戯
、

柏
台
小
学
校
太

鼓
演
奏
、
松
尾
中
学
校
、
西

根
中
学
校
吹
奏
楽
演
奏
の

他
、
漆
原
栄
美
子
、
小
田
代

直
子
民
謡
歌
謡
シ
ョ
ー
や
Ｉ

Ｂ
Ｃ
ラ
ジ
オ
民
謡
ま
わ
り
舞

台
公
開
録
音
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
会
場
内
で
は
、
飲
食

ブ
ー
ス
や
秋
な
ら
で
は
の
特

産
品
販
売
な
ど
二
十
八
出
店

が
あ
り
、
時
折
行
列
に
な
る

店
や
、
早
く
に
品
切
れ
に
な

る
店
も
多
か
っ

た
。
例
年
よ

り
規
模
は
縮
小
し
た
形
に

な
っ
た
も
の
の
、

天
気
に
も

恵
ま
れ
両
日
で
九
千
七
百
五

十
人
の
来
場
者
数
と
成
功
裏

に
終
わ
る
事
が
で
き
ま
し

た
。

　
十
月
十
七
日

(

土

)

～
十

八
日

(

日

)

に
「

八
幡
平
紅

葉
ま
つ
り
」
が
岩
手
県
県
民

の
森
森
林
ふ
れ
あ
い
学
習
館

フ
ォ
レ
ス
ト
ア
イ
駐
車
場
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
会
場
で
は
来
場
者
に
「
温

泉
入
浴
半
額
券
」

プ
レ
ゼ
ン

ト
や
八
幡
平
O
l
i
v
e

ヒ
ッ
プ
ホ
ッ
プ
キ
ッ
ズ
に
よ

る
ス
テ
ー

ジ
シ
ョ
ー
、

チ
ェ
ー
ン
ソ
ー

ア
ー
ト
、
木

の
実
運
び
競
争
、

丸
太
早
切

り
競
争
、

餅
の
振
舞
、
大
抽

選
会
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
の

他
、
フ
リ
ー
マ
ー

ケ
ッ
ト
、

屋
台
出
店
が
あ
り
、
松
川
渓

谷
の
紅
葉
が
見
頃
と
な
っ

て

い
た
事
も
あ
り
、

二
日
間
で

二
千
人
と
多
く
の
お
客
様
で

賑
わ
い
ま
し
た
。

　
こ
の
他
、
「
八
幡
平
紅
葉

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
」

で
は
松
川

渓
谷
玄
武
岩
コ
ー

ス
、

七
滝

コ
ー
ス
、
滝
め
ぐ
り
コ
ー

ス

の
３
コ
ー
ス
が
設
け
ら
れ
宿

泊
さ
れ
た
方
な
ど
、

七
十
三

名
が
参
加
し
秋
の
八
幡
平
を

満
喫
し
て
い
ま
し
た
。

翌
週
は
紅
葉
ま
つ
り
開
催

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
に

　
　
七
十
三
人
参
加

ペ
ン
シ
ョ
ン
・
民
宿
等
小
規

模
宿
泊
施
設
へ
の
宿
泊
誘
客

補
助
支
援
で
す
。

【

対
象
】

　
東
北
六
県
在
住
旅
行
者

【

期
間
】

　
令
和
二
年
十
月
三
十
日
宿

泊
分
か
ら
令
和
三
年
二
月
末

ま
で

【

宿
泊
費
補
助
支
援
】

　
対
象
宿
泊
施
設
の
宿
泊
利

用
一
人
一
泊
に
対
し
て
、
次

の
補
助
支
援
を
行
う
。

・
一
泊
二
食
の
宿
泊

　
　
三
千
円

【

条
件
】

・
市
の
補
助
支
援
だ
け
の
場

合
は
、
一
泊
二
食
で
四
千
円

以
上
の
宿
泊

・
市
と
岩
手
県
の
地
元
割

ク
ー
ポ
ン
を
併
用
す
る
場
合

は
、
一
泊
二
食
で
七
千
円
以

上
の
宿
泊

　
　
　
（
金
額
は
税
抜
）

・
素
泊
ま
り
等
右
記
以
外
の

宿
泊
は
、
二
千
円

※
Ｇ
ｏ
Ｔ
ｏ
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン

と
の
併
用
は
で
き
ま
せ
ん
。

※
業
務
、
長
期
滞
在
な
ど
は

除
き
ま
す
。
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観
光
協
会
か
ら
の
お
知
ら
せ

要
望
書
を
米
川
会
長

か
ら
田
村
市
長
へ

〇総務員会（令和２年11月13日（金）15：00）
　令和３年度八幡平市予算編成にあたっての要望事項について
　一般社団法人八幡平市観光協会就業規則の一部改正について
　　　　　　　　　　　　　（要望事項は一部修正のうえ承認）
〇事業委員会（令和２年11月13日（金）10：00）
　令和２年度紅葉まつりの実施状況について
　令和３年度八幡平市予算編成にあたっての要望事項について
　　　　　　　　　　　　　（要望事項は一部修正のうえ承認）
〇理事会（令和２年11月13日（金）10：00）
　報告第１号　業務執行理事の職務執行状況報告について
　議案第１号　令和３年度八幡平市予算編成にあたっての要望事項について
　議案第２号　令和２年度第三次収支補正予算の専決処分の承認を求めることにつ
　　　　　　　いて
　議案第３号　一般社団法人八幡平市観光協会就業規則の一部改正について
　議案第４号　新規会員入会の承認について
　※以上、可決
〇市当局との懇談会（令和２年11月18日（金））
　　場所　八幡平ハイツ
　１　八幡平市観光振興対策事業の推進について
　２　十和田八幡平国立公園誘客対策事業の推進について
　３　岩手山・八幡平・安比高原50㎞トレイル（登山道）の整備について
　４　訪日外国人誘客促進事業の推進について
　５　SDGｓへの取り組みによる教育旅行誘致組織の編成とパンフレット作成事業に
　　　ついて
　６　2021東北ディスティネーションキャンペーンのイベント開催について
　７　小規模宿泊施設誘客支援事業の継続実施について
　８　八幡平・安比宿泊者限定無料シャトルバス、八幡平自然散策バス運行事業及
　　　び二次交通の拡充について
　９　自家用有償旅客運送制度の活用について
　10　スポ－ツ施設を生かした各種スポ－ツ大会及びスポ－ツ合宿誘致について
　11　観光振興に係る各種環境整備について
　※上記11項目について要望。概ね理解を得られた。

　

令

和

三

年

三

月

二

十

六

日

(

金

)

午

前

十

時

、
ビ

ジ

タ
ー

セ

ン

タ
ー

で

理

事

会

開

催

予

定

で

す

。
理

事

の

方

々

は

、
日

程

調

整

よ

ろ

し

く

お

願

い

い

た

し

ま

す

。

会
議
結
果
の
お
知
ら
せ

開
催
済
み
の
会
議
等

編
集
後
記
（
田
代
）

　
早
い
も
の
で
令
和
二
年
も

残
り
わ
ず
か
と
な
り
ま
し

た
。
慌
た
だ
し
い
日
々
を
過

ご
し
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、

一
日
も
早
い
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
終
息
を
願

い
、
迎
え
る
新
年
も
八
幡
平

の
魅
力
を
情
報
発
信
し
、
多

く
の
方
に
足
を
運
ん
で
い
た

だ
け
る
よ
う
努
め
て
参
り
た

い
と
思
い
ま
す
。

　
当
協
会
は
十
二
月
か
ら
三

月
ま
で
の
間
、
毎
週
水
曜
日

が
定
休
日
と
な
り
ま
す
。

松

尾
八
幡
平
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン

タ
ー
も
休
館
と
な
り
ま
す
。

【
年
末
年
始
の
お
休
み
に
つ

い
て
】

　
年
末
年
始
の
お
休
み
は
十

二
月
二
十
九
日

(

火

)

～

一

月
三
日

(

日

)

と
な
り
、

期

間
中
は
松
尾
八
幡
平
ビ
ジ
タ

セ
ン
タ
ー
も
休
館
と
な
り
ま

す
。

ち
ょ
っ
と
一
服

〇
宝
く
じ
に
は
税
金
は
か
か

る
ん
で
し
ょ
う
か
？

　
今
年
も
年
末
ジ
ャ

ン
ボ
宝

く
じ
の
季
節
が
や
っ

て
き
ま

し
た
。

　
宝
く
じ
の
ル
ー

ツ
は
江
戸

時
代
の
富
く
じ
で
す
が
、
あ

ま
り
の
過
熱
ぶ
り
に
明
治
元

年
に
明
治
政
府
に
よ
っ
て
禁

止
さ
れ
ま
し
た
。

　
戦
後
の
昭
和
二
十
三
年

に
、
当
せ
ん
金
付
証
票
法
に

基
づ
い
て
発
売
さ
れ
「
当
せ

ん
金
付
証
票
の
当
せ
ん
金
品

に
つ
い
て
は
所
得
税
を
課
さ

な
い
」
と
非
課
税
扱
い
と
な

り
ま
し
た
。

　
な
お
、
高
額
の
品
を
現
金

で
購
入
す
る
と
、

税
務
署
か

ら
現
金
の
出
所
に
つ
い
て
尋

ね
ら
れ
る
場
合
が
あ
る
の

で
、
銀
行
か
ら
「

当
せ
ん
証

明
書
」
を
も
ら
っ

て
お
く
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　
今
年
は
十
億
円
で
す
よ
。

年末年始、時節柄会員皆様にはお体に気を付けて、健やかにお過ごしください。


